
文化財をたずねて

黒田家・官兵衛ゆかりの地
　　　　　（姫路市東部）めぐり

　

姫
路
市
東
部
は
、
黒
田
家
が
姫
路
に
根
を
下
ろ
し
、
中
播
磨
に
勢
を
張
っ
て
い
た
小
寺
家
の

家
老
と
し
て
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
舞
台
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
重
隆
・
明
石
氏
・
職
隆
の

廟
所
を
は
じ
め
、
黒
田
家
並
び
に
秀
吉
の
播
磨
平
定
に
ゆ
か
り
の
あ
る
城
跡
・
構
居
・
神
社
・

仏
閣
、
官
兵
衛
の
有
力
家
臣
た
ち
の
出
身
地
が
数
多
く
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
て
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
黒
田
家
発
展
の
、
ま
た
官
兵
衛
の
雄
飛
し
た
物
語
を
辿
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
南
山
田
城
跡
︵
山
田
町
南
山
田
︶

　
南
山
田
の
中
央
北
よ
り
に
標
高
四
八
ｍ
の
城
山

︵
一
部
﹁
南
山
田
児
童
公
園
﹂
に
な
っ
て
い
る
︶
が

あ
り
、
藪
の
中
に
三
段
の
平
坦
地
が
戦
国
時
代
の

丘
城
の
遺
構
を
留
め
て
い
る
。
後
藤
基
国
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
と
伝
わ
る
。
後
藤
氏
は
別
所
氏
に
仕
え

て
い
た
が
、
秀
吉
に
叛
く
と
、
子
の
基
次
︵
後
藤
又

兵
衛
︶
は
黒
田
官
兵
衛
の
客
分
と
な
っ
た
と
い
う
。

②
有
明
山
構
居
跡
︵
増
位
山
︶

　
有
明
山
構
居
は
﹁
地
蔵
院
﹂
と
も
称
し
、
黒
田
職

隆
の
弟
︵
高
友
︶
が
﹁
安
芸
法
印
休
無
︵
休
夢
︶﹂
と

名
乗
っ
て
、
こ
こ
を
姫
路
城
の
北
の
守
り
と
し
て

い
た
︵
﹃
飾
磨
郡
誌
﹄
︶
。
天
正
元
年
︵
一
五
七
三
︶

八
月
十
二
日
、
三
木
の
別
所
長
治
八
〇
〇
騎
が
増

位
山
を
襲
い
、
寺
を
破
却
、
随
願
寺
僧
侶
ら
二
〇
〇

余
人
が
嵐
山
︵
現
在
の
景
福
寺
山
︶
に
避
難
し
た
。

和
歌
や
茶
に
も
秀
で
た
休
夢
は
後
に
秀
吉
の
お
伽

衆
と
し
て
秀
吉
に
仕
え
て
い
る
。

　
現
地
は
随
願
寺
境
内
か
ら
梅
林
を
抜
け
て
遊
歩

道
を
登
る
と
有
明
の
展
望
台
に
出
る
西
の
山
で
、

山
頂
に
東
西
三
〇
ｍ
、
南
北
一
八
ｍ
の
削
平
地
、
東
・

南
・
西
の
三
方
に
堀
、
西
に
土
塁
が
残
る
。

③
広
峯
神
社
・
御
師
屋
敷
跡
︵
広
峰
山
︶

　
広
峯
神
社
は
要
害
の
う
え
有
力
国
人
ら
の
分
家
が

御
師
︵
大
夫
︶
と
な
っ
て
多
く
の
屋
敷
を
構
え
て

い
た
。
﹃
夢
幻
物
語
﹄
に
よ
る
と
、
官
兵
衛
の
祖
父

重
隆
が
広
峯
神
社
の
井
口
大
夫
と
会
い
、
御
師
が

配
り
歩
く
神
符
︵
お
ふ
だ
︶
に
付
け
る
目
薬
の
調

合
を
頼
ま
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
黒
田
家
が
御

師
と
の
結
び
付
き
か
ら
勢
力
を
蓄
え
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
説
に
基
づ
い
て
い
る
。
現
在
も

広
峯
神
社
の
周
辺
で
多
く
の
御
師
屋
敷
跡
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

④
實
貞
山
心
光
寺
︵
北
平
野
台
︶

　
心
光
寺
の
前
身
は
佐
土
村
︵
別
所
町
佐
土
︶
の

真
言
宗
梨
原
寺
で
、
御
着
城
主
小
寺
氏
の
菩
提
寺
で

あ
っ
た
が
、
政
隆
・
則
職
が
一
向
宗
を
信
奉
し
た

こ
と
と
、
熱
心
な
浄
土
宗
信
者
で
あ
っ
た
職
隆
夫

人
明
石
氏
の
死
去
を
契
機
と
し
て
、
職
隆
が
梨
原

寺
を
浄
土
宗
寺
院
に
改
宗
・
改
築
、
黒
田
家
の
菩

提
寺
と
し
た
。
心
光
寺
は
そ
の
後
職
隆
に
随
従
し
て

佐
土
村
か
ら
姫
路
に
移
り
、
姫
路
城
主
池
田
輝
政
の

町
割
り
の
際
に
坂
田
町
へ
移
さ
れ
、
現
在
地
に
は

平
成
二
年
︵
一
九
九
〇
︶
六
月
に
移
っ
て
い
る
。

心
光
寺
に
は
﹁
重
隆
公
、
重
隆
公
内
室
、
職
隆
公
、

職
隆
公
内
室
、
孝
高
公
、
友
氏
公
﹂
の
位
牌
を
祀
っ

た
黒
田
家
御
霊
屋
と
と
も
に
職
隆
廟
所
か
ら
移
築

し
た
門
、
灯
籠
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。

⑤
深
志
野
構
居
跡
︵
御
国
野
町
深
志
野
︶

　﹃
飾
磨
郡
誌
﹄
に
﹁
播
陽
里
翁
説
﹂
と
し
て
﹁
深

志
野
の
構
居
は
御
着
の
枝
城
に
し
て
、
領
主
は
小

寺
孫
四
郎
又
小
寺
官
兵
衛
と
い
ふ
、
三
木
の
城
主

別
所
孫
三
郎
が
官
兵
衛
の
館
に
逆
に
押
寄
せ
け
る

と
い
ふ
は
即
ち
此
構
居
也
、
官
兵
衛
は
御
着
小
寺
の

家
臣
に
し
て
一
時
は
深
志
野
の
構
居
に
居
住
す
る

と
い
へ
り
、
今
こ
の
構
居
址
の
南
に
馬
場
の
跡
あ
り
﹂

と
あ
る
。
五
社
宮
神
社
近
辺
に
﹁
門
前
﹂﹁
構
居
所
﹂

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
地
元
で
は
浦
山
麓
に
家
老

屋
敷
や
侍
屋
敷
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
別
所
軍
を

撃
退
し
た
と
伝
わ
る
。

⑥
御
着
城
跡
︵
御
国
野
町
御
着
︶

　
別
名
天
川
城
と
も
茶
臼
山
城
と
も
呼
ば
れ
、
永
正

十
六
年
︵
一
五
一
九
︶
小
寺
政
隆
が
築
城
し
た
と

言
わ
れ
る
が
、
嘉
吉
年
間
︵
一
四
四
一
〜
四
四
︶

に
は
す
で
に
構
居
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
、

明
応
四
年
︵
一
四
九
五
︶
に
は
赤
松
氏
の
段
銭
奉

行
と
し
て
税
を
集
め
る
納
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た

と
も
伝
わ
る
。
宝
暦
五
年
︵
一
七
五
五
︶
の
﹁
播
州

飾
東
郡
府
東
御
野
庄
御
着
茶
臼
山
城
地
絵
図
﹂︵
天
川

家
所
蔵
︶
に
よ
る
と
、
御
着
城
は
、
西
と
南
は
天

川
を
利
用
し
た
二
重
の
堀
、
東
と
北
は
四
重
の
堀
を

廻
ら
し
た
城
郭
で
、
茶
臼
山
と
い
う
高
さ
約
五
ｍ
の

丘
の
上
に
本
丸
と
二
の
丸
を
設
け
、
外
郭
部
に
は

家
中
屋
敷
・
町
家
を
包
含
し
た
総
構
の
城
で
あ
っ
た
。

官
兵
衛
は
こ
こ
で
小
寺
政
職
の
近
習
を
務
め
、
父

職
隆
か
ら
小
寺
家
の
家
老
を
継
い
だ
。
天
正
七
年

︵
一
五
七
九
︶
十
二
月
、
政
職
が
信
長
に
叛
旗
を

翻
し
た
た
め
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
、
御
着
城
は
六
〇

年
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た
。
今
は
本
丸
跡
に
城
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
姫
路
市
東
出
張
所
が
建
っ
て
い
る
。

⑦
小
寺
大
明
神
︵
御
国
野
町
御
着
︶

　
本
丸
跡
を
国
道
二
号
が
貫
く
歩
道
橋
の
南
に
、

小
寺
政
隆
・
則
職
・
政
職
の
三
代
城
主
と
天
正
七
年

︵
一
五
七
九
︶
の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
を

祀
る
小
さ
な
祠
が
あ
る
。
毎
年
四
月
二
九
日
に
は
、

小
寺
家
・
黒
田
家
・
天
川
家
の
子
孫
と
関
係
者
に

よ
る
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑧
黒
田
家
廟
所
︵
御
国
野
町
御
着
︶

　

姫
路
市
指
定
史
跡

　
城
址
公
園
の
西
に
、
南
面
し
た
木
造
廟
屋
が
あ
る
。

二
基
の
五
輪
塔
は
、
向
か
っ
て
左
が
官
兵
衛
の
祖
父

と
さ
れ
る
黒
田
重
隆
、
右
が
母
明
石
氏
︵
職
隆

夫
人
︶
の
墓
標
で
、
高
さ
一
五
九
・
四
㎝
、
一
五

九
・
一
㎝
、
白
色
の
花
崗
岩
に
法
名
・
没
年
月
日
・

氏
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
正
面
五
文
字
に
は
金
箔
が

施
さ
れ
、
基
礎
正
面
の
法
名
に
は
朱
が
残
っ
て
い
る
。

石
材
が
畿
内
近
国
の
産
石
で
な
く
、
構
造
形
式
・

手
法
も
異
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
造
立
者
黒
田
氏
の

本
拠
・
福
岡
で
製
作
さ
れ
た
も
の
が
船
で
運
ば
れ
、

享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
当
地
で
組
み
立
て
ら
れ

た
も
の
と
さ
れ
る
。
重
隆
と
明
石
氏
は
も
と
も
と

佐
土
の
心
光
寺
に
葬
っ
て
あ
っ
た
が
、
天
正
十
五
年

︵
一
五
八
七
︶
現
在
地
に
改
葬
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
廟
屋
廻
り
の
玉
垣
等
の
石
は
竜
山
石
で
、

現
在
の
廟
屋
は
昭
和
四
三
年
︵
一
九
六
八
︶
黒
田

家
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
も
の
。

⑨
牛
堂
山
国
分
寺
︵
御
国
野
町
国
分
寺
︶

　﹁
播
陽
里
翁
説
﹂
に
よ
る
と
、
天
正
六
年
︵
一

五
七
八
︶
四
月
毛
利
軍
が
上
月
城
を
囲
ん
だ
時
、

秀
吉
軍
は
直
ち
に
上
月
城
へ
救
援
に
向
か
っ
た
。

こ
の
隙
に
乗
じ
て
別
所
軍
が
東
か
ら
姫
路
城
を
陥

れ
よ
う
と
し
、
兵
を
率
い
東
方
か
ら
攻
め
寄
せ
て

き
た
。
官
兵
衛
は
急
遽
姫
路
に
引
き
返
し
国
分
寺
に

拠
っ
て
こ
れ
を
撃
退
し
よ
う
と
し
た
が
、
別
所
軍
は

秀
吉
の
助
勢
が
来
る
と
思
っ
て
国
分
寺
に
火
を
放
ち
、

堂
僧
坊
は
一
時
に
消
失
し
た
と
い
う
︵﹃
姫
路
城
史
﹄︶
。

一
帯
は
国
指
定
史
跡
﹁
播
磨
国
分
寺
跡
﹂
で
あ
る
。

⑩
松
原
八
幡
神
社
︵
白
浜
町
︶

　
天
正
五
年
︵
一
五
七
七
︶
羽
柴
秀
吉
が
播
磨
の

諸
城
を
攻
略
し
た
時
、
松
原
八
幡
神
社
と
八
正
寺
は

秀
吉
方
に
属
し
、
別
所
長
治
と
対
立
し
た
た
め
、

別
所
氏
を
支
援
す
る
毛
利
輝
元
の
軍
船
が
襲
来
し
て

兵
火
に
か
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
天
正
九
年
︵
一

五
八
一
︶
に
は
、
羽
柴
秀
吉
は
松
原
八
幡
神
社
を

城
南
芝
原
︵
現
在
の
豊
沢
町
︶
に
移
す
よ
う
命
じ

た
が
、
松
原
の
地
は
由
緒
あ
る
地
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
移
転
を
拒
ん
だ
た
め
に
秀
吉
の
勘
気
に
触
れ
、

千
石
千
貫
あ
っ
た
社
領
を
六
〇
石
に
減
じ
ら
れ
た

と
い
う
︵
﹃
飾
磨
郡
誌
﹄
︶
。
地
元
で
は
、
こ
の
時
、

官
兵
衛
が
松
原
八
幡
宮
の
こ
の
地
で
の
存
続
を
懇

願
し
、
天
正
一
二
年
︵
一
五
八
四
︶
拝
殿
を
寄
進

し
た
と
伝
わ
る
。
ま
た
、
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
・

井
上
九
郎
右
衛
門
之
房
は
松
原
出
身
と
い
わ
れ
て

い
る
。

⑪
国
府
山
城
跡
︵
妻
鹿
︶

　
市
川
の
そ
ば
、
標
高
一
〇
二
・
五
ｍ
の
甲
山
に

あ
っ
て
、
妻
鹿
城
・
功
山
城
な
ど
と
も
い
う
。
も

と
九
州
の
産
の
妻
鹿
孫
三
郎
長
宗
が
元
弘
の
頃
、

赤
松
の
幕
下
に
属
し
居
城
し
た
と
い
う
。
天
正
八
年

︵
一
五
八
〇
︶
官
兵
衛
が
姫
路
城
を
秀
吉
に
譲
っ
て

国
府
山
城
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
が
、﹃
黒
田
家
譜
﹄

に
は
出
て
こ
な
い
。
頂
上
か
ら
瀬
戸
内
海
・
英
賀

城
が
見
渡
せ
、
姫
路
城
・
広
峰
・
置
塩
・
書
写
の

山
々
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
姫
路
城
の
防
備
に
は

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑫
黒
田
職
隆
廟
所
︵
妻
鹿
︶

　

姫
路
市
指
定
史
跡

　
天
明
三
年
︵
一
七
八
三
︶
、
心
光
寺
の
僧
入
誉

よ
り
国
府
山
城
主
の
塚
が
妻
鹿
村
で
発
見
さ
れ
た

と
い
う
報
告
を
受
け
、
福
岡
藩
が
現
地
に
役
人
を

派
遣
し
て
調
査
の
上
整
備
し
た
廟
所
で
あ
る
。
五

輪
塔
は
、
風
化
が
激
し
く
、
正
面
に
あ
っ
た
﹁
満

誉
宗
圓
大
禅
定
門
　
天
正
十
三
酉
八
月
廿
二
日
﹂

と
地
輪
左
に
あ
っ
た
﹁
黒
田
﹂
の
銘
は
ほ
と
ん
ど

見
え
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
﹃
播
磨
古
事
﹄
︵
福
岡

市
博
物
館
蔵
︶
等
の
古
文
書
か
ら
、
天
正
十
三
年

︵
一
五
八
五
︶
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
官
兵
衛
の

父
職
隆
の
五
輪
塔
で
あ
ろ
う
。
以
前
か
ら
地
元
で
は

﹁
チ
ク
ゼ
ン
さ
ん
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
廟
屋
は

昭
和
五
二
年
︵
一
九
七
七
︶
妻
鹿
自
治
会
に
よ
っ
て

修
築
さ
れ
た
。

⑬
播
磨
国
総
社
︵
総
社
本
町
︶

　﹃
射
楯
兵
主
神
社
史
﹄
︵
射
楯
兵
主
神
社
史
編
纂

委
員
会
︶
に
よ
れ
ば
、
永
禄
一
〇
年
︵
一
五
六
七
︶

職
隆
が
当
時
老
朽
化
し
て
い
た
拝
殿
・
神
前
御
門
を

板
葺
き
か
ら
瓦
葺
に
改
め
再
建
。
天
正
五
年
︵
一

五
七
七
︶
六
月
十
一
日
の
﹁
一
ツ
山
祭
﹂
も
執
行

し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶

九
月
官
兵
衛
が
初
め
て
揖
東
郡
に
お
い
て
一
万
石
を

与
え
ら
れ
大
名
に
列
せ
ら
れ
た
時
、
黒
田
家
の
旗
印

︵
は
た
じ
る
し
︶
を
制
定
、
播
磨
国
総
社
で
祈
祷
を

受
け
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
天
正
十
二
年
︵
一
五

八
四
︶
官
兵
衛
は
さ
ら
に
制
札
を
与
え
、
総
社
の

保
護
に
努
め
た
。

⑭
姫
路
城
︵
本
町
︶
国
指
定
特
別
史
跡

　﹃
黒
田
家
譜
﹄
に
官
兵
衛
の
誕
生
を
﹁
天
文
一

五
年
︵
一
五
四
六
︶
十
一
月
二
九
日
辰
の
刻
、
姫

路
に
産
め
り
﹂
と
記
し
て
い
る
。
永
禄
四
年
︵
一

五
六
一
︶
職
隆
が
姫
路
城
を
改
修
、
﹁
本
丸
、
二
の

丸
か
ら
成
り
、
櫓
を
掻
き
あ
げ
、
石
垣
を
畳
み
、

塀
を
築
き
、
堀
を
廻
ら
し
、
大
手
門
を
始
め
幾
多
の

門
を
構
へ
た
﹂
と
あ
る
︵
﹃
姫
路
城
史
﹄
︶
。
三
木

城
落
城
後
、
秀
吉
は
姫
路
城
を
本
拠
に
定
め
、
官

兵
衛
ら
に
そ
の
普
請
を
命
じ
た
。
秀
吉
時
代
の
も

の
と
思
わ
れ
る
野
面
積
の
石
垣
が
上
山
里
曲
輪
下
段
、

菱
の
門
東
方
、
二
の
丸
北
方
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。

現
在
残
る
城
郭
は
慶
長
年
間
に
池
田
輝
政
に
よ
り

築
城
さ
れ
た
も
の
。

コ
ー
ス
案
内

︻
御
着
コ
ー
ス
︼

■
起
点
・
Ｊ
Ｒ
御
着
駅
↓︵
五
六
〇
ｍ
︶↓
小
寺
大
明
神

　
↓
︵
五
〇
ｍ
︶
↓
御
着
城
跡
・
黒
田
家
廟
所
・
旧
天

　
川
橋
↓
︵
一
㎞
︶
↓
壇
場
山
古
墳
↓
︵
二
〇
〇
ｍ
︶

　
↓
山
之
越
古
墳
↓︵
四
五
〇
ｍ
︶↓
牛
堂
山
国
分
寺

　
↓︵
六
〇
〇
ｍ
︶↓
終
点
・
　
Ｊ
Ｒ
御
着
駅

︻
妻
鹿
コ
ー
ス
︼

■
起
点
・
山
陽
電
車
妻
鹿
駅
↓
︵
四
七
〇
ｍ
︶
↓
黒
田

　
職
隆
廟
所
↓
︵
二
二
〇
ｍ
︶
↓
元
宮
八
幡
神
社

　
↓︵
六
七
〇
ｍ
︶↓
荒
神
社
↓︵
約
二
十
分
︶↓
国
府

　
山
城
跡
山
上
↓
︵
約
十
五
分
︶
↓
荒
神
社
↓
︵
八
八

　
〇
ｍ
︶↓
妻
鹿
町
史
料
館︵
一
㎞
︶↓
浄
照
寺
↓︵
五

　
五
〇
ｍ
︶↓
松
原
八
幡
神
社
↓︵
一
五
〇
ｍ
︶↓
終
点
・

　
山
陽
電
車
白
浜
の
宮
駅

表
紙
写
真
　
御
着
城
跡

き
ゅ
う
む

さ
づ
ち

り
げ
ん
じれ

い
お
く

り
お
う

と
ぎ

お
　
し

た
い
ふ

た
ん
せ
ん

な
っ
し
ょ

ほ
こ
ら

び
ょ
う
お
く

こ　

う　

や
ま

こ
う
や
ま

か
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